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国内学会発表 47
村島諒子，塩田智美，杉山藍，城下那奈子，加藤光恵，川名ふさ江，葛西隆敏，高橋和久．陽圧治療開始13年後にも重症Complex SASが残存し、アセタゾラミドが著効した非心不全
OSA/Complex SAS(non-hypercapnic CSR)の一例．日本睡眠学会総会定期学術集，京都(ハイブリッド開催)，2022年7月1日

国内学会発表 48
本島舞, 田辺悠記, 宿谷威仁, 永田祐一, 渡邉敬康, 田島健, 高橋和久, 比企誠, 林大久生, 鈴木健司,  初回BEP療法中にCOVID-19に罹患した非セミノーマの一例.　第193回日本肺癌学会関
東支部学術集会, 東京, 2022年7月16日

国内学会発表 49
香丸真紀子, 早川瑛梨, 大熊智子, 舛井嘉大, 関本康人, 田島学, 西野宏一, 尾泉広明, 宮崎裕也, 関谷充晃. 緊張性縦隔気腫を合併した重症新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の一例. 
第 182 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会関東支部学会、第 251 回日本呼吸器学会関東地方会合同学会, 東京, 2022年9月10日

国内学会発表 50
田所千智，松本直久，大槻祐大，葛航晨，森美紀子，門屋講太郎，家永浩樹，高橋和久．気管支鏡検査中に脳空気塞栓症を来した1例．第182回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会，東
京，2022年9月17日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 51
綾目奈那, 山田朋子, 松野圭, 堀田沙織, 杉谷帆波, 矢作嘉行, 松平蘭, 金丸良太, 菅野康二, 高橋和久．肺腺癌に対する免疫チェックポイント阻害薬投与中にリウマチ性多発筋痛症を発症しステロイ
ド投与で著明に改善した1例．第74回日本老年医学会関東甲信越地方会，埼玉，2022年9月24日

国内学会発表 52
原田紀宏，原田園子，田辺悠記，笹野仁史，三道ユウキ，後藤愛，安部寿美，上田翔子，西牧 孝泰，伊藤潤，市川昌子，⾧岡鉄太郎，福永興壱，高橋和久．COVID-19日本人症例にお
ける喘息有病率と臨床転帰の解析．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月7日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 53
安部寿美子，原田紀宏，三道ユウキ，笹野仁史，田辺悠記，原田園子，後藤愛，渡邉敬康，佐藤良彦，西牧孝泰，加藤由香里，上田翔子，竹重智仁，伊藤潤，熱田了，高橋和久．重症
気管支喘息患者に対するデュピルマブの効果の検討．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月7日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 54
上田翔子，原田紀宏，三道ユウキ，笹野仁史，安部寿美子，原田園子，渡邉敬康，佐藤良彦，西牧孝泰，加藤由香里，後藤愛，田辺悠記，竹重智仁，伊藤潤，⾧岡鉄太郎，熱田了，高
橋和久．⾧期にベンラリズマブを使用した重症気管支喘息症例の検討．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月8日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 55
原田園子，原田紀宏，三道ユウキ，笹野仁史，安部寿美子，上田翔子，渡邉敬康，佐藤良彦，西孝泰，加藤由香里，後藤愛，田辺悠記，竹重智仁，桂蓉子，石森絢子，牧野文彦，伊藤
潤，熱田了，高橋和久．気管支喘息患者における強制オシレーション法を用いた呼吸抵抗測定の後方視的機種差検討．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月9日(ハイブリッド
開催)



国内学会発表 56
西牧孝泰，原田紀宏，笹野仁史，後藤，三道ユウキ，安部寿美，上田翔子，原田園子，渡邉敬康，佐藤良彦，加藤由香里，田辺悠記，竹重智仁，松野圭，伊藤潤，⾧岡鉄太郎，熱田
了，高橋 和久．喘息に対して3年以上メポリズマブ治療を行った⾧期有効例の予測因子探索．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京 ，2022年10月9日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 57
大熊智子，原田紀宏，原田園子，笹野仁史，三道ユウキ，安部寿美子，上田翔子，西牧孝泰，田辺悠記，伊藤潤，薮知宏，高橋和久．気管支喘息患者における屋内空気質に関する観察研
究．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月9日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 58
大熊智子，原田紀宏，原田園子，笹野仁史，三道ユウキ，安部寿美子，上田翔子，西牧孝泰，田辺悠記，伊藤潤，薮知宏，高橋和久．気管支喘息患者における屋内空気質に関する観察研
究．第71回日本アレルギー学会学術大会，東京，2022年10月9日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 59
浅岡大介,  宮内克己,  松野圭,  菅野康二,  柴田展人,  杉山秀樹,  遠藤野恵美,  松平蘭,  田嶋美幸,  佐久間尚子,  水谷多恵子,  飯田茶稚,  平池康子,  石井みづき,  戸島郁子.  高齢者フレ
イルのリスク因子の検討.  第9回日本サルコペニア・フレイル学会学術大会,  滋賀,  2022年10月29日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 60
浅岡大介,  宮内克己,  松野圭,  菅野康二,  柴田展人,  杉山秀樹,  遠藤野恵美,  松平蘭,  田嶋美幸,  佐久間尚子,  水谷多恵子,  飯田茶稚,  平池康子,  石井みづき,  戸島郁子.  高齢者サ
ルコペニアのリスク因子の検討.  第9回日本サルコペニア・フレイル学会学術大会,  滋賀,  2022年10月29日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 61
芝山浩平, 牧野文彦, ⾧島修, 南條友央太, 鈴木洋平, 堤建男, 金森幸一郎, 中村洸太, 中沢舜, 藤岡進也, 藤岡りこ, 佐々木信一, 高橋和久.  スタチン投与により慢性呼吸不全から回復した自己
免疫性肺胞蛋白症の 1 例．第252回日本呼吸器学会関東地方会,  東京,  2022年11月5日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 62
杉谷帆波, 松野圭, 綾目奈那, 堀田沙織, 山田朋子, 菅野康二, 髙馬將郎, 髙橋和久.  潰瘍性大腸炎(UC)の経過中に肺病変を認めステロイドが著効した１例．第252回日本呼吸器学会関東地方
会,  東京,  2022年11月5日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 63
鈴木秀海, 吉野一郎, 新谷康, 中西良一, 川口知哉, 山本信之, 門倉光隆, 高橋和久, 高山浩一, 木浦勝行, 遠藤俊輔, 千田雅之, 宮岡悦良, 服部聡, 伊達洋至. 【肺癌登録合同委員会報告】肺
癌登録事業報告2022年．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月1日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 64
阿部瞳，三森友靖, 黒川加奈, 光石陽一郎, 三浦啓太, 宮下洋佑, 和泉研太, 宮脇太一, 中村育子, 濃沼淑芳, 金丸良太, 嶋村尚子, 柴山里奈, 嶋田奈緒子, 宿谷威仁, 高橋和久．局所療法
後再発非小細胞肺癌における1次治療の免疫チェックポイント阻害剤と化学療法併用の療効果の検討．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月1日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 65
鈴木秀海，吉野一郎, 新谷康, 中西良一, 川口友哉, 山本信之, 門倉光隆, 高橋和久, 高山浩一, 木浦勝行, 遠藤俊輔, 千田雅之, 宮岡悦良, 服部聡, 伊達洋至．肺癌合同登録委員会のこれま
での活動とこれからの展望と課題．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月2日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 66
大荷俊彦，宮脇太一, 黒川加奈, 金丸良太, 三森友靖, 嶋田奈緒子, 宿谷威仁, 高橋和久．進行非小細胞肺癌にける次世代シークエンサーで同定された遺伝子変異と臨床因子の関連性についての
検討．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月2日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 67
片岡峻一，宮脇太一, 金丸良太, 三森友靖, 宿谷威仁, 嶋田奈緒子, 高橋和久．EGFR遺伝子変異陽性非小細胞肺癌に対するPD-1/PD-L1阻害剤+プラチナ併用化学療法の治療効果についての
検討．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月2日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 68
舛井嘉大，宿谷威仁, 片岡峻一, 阿部瞳, 黒川加奈, 中村育子, 宮脇太一, 濃沼淑芳, 朝尾哲彦, 金丸良太, 三森友靖, 光石陽一郎, 田島健, 高橋和久．進行非小細胞肺癌の治療成績向上に
伴い異次性二次癌がどのような影響を与えているか?　第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月2日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 69
高遼，中村敦, 齋藤良太, 東公一, 守田亮, 前門戸任, 大泉聡史, 高橋和久, 各務博, 礒部威, 清家 正博, 菊地利明, 岡本勇, 森田智視, 朝比奈肇, 田中謙太郎, 杉尾賢二, 小林国彦．EGFR
遺伝子変異陽性未治療進行非小細胞肺癌に対するオシメルチニブとプラチナ併用療法の第II相試験（OPAL）．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月3日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 70
虎澤匡洋，吉田達哉, 竹安優貴, 立石晶子, 下田由季子, 増田健, 松元祐司, 新野祐樹, 大熊裕介, 後藤悌, 堀之内秀仁, 山本昇, 高橋和久, 大江裕一郎．免疫関連有害事象既往のある進行
非小細胞肺癌患者における免疫チェックポイント阻害薬再投与の安全性の検討．第63回日本肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月3日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 71
本島舞，三森友靖, 黒田優実, 阿部瞳, 坂本菜穂, 朝尾哲彦, 宿谷威仁, 高橋和久．MET exon14 skipping変異陽性進行非小細胞肺癌に対してテポチニブを使用した4例の検討．第63回日本
肺癌学会学術集会，福岡，2022年12月3日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 72
巴山紀子，藤井充弘, 中澤弘貴, 徐仁美, 井原宏彰, 本間裕一郎, 高橋和久．免疫チェックポイント阻害薬での間質性腎炎後に1年間無治療・無増悪であった非小細胞肺癌の1例．第63回日本肺癌
学会学術集会，福岡，2022年12月3日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 73
水谷多恵子,  小澤知恵,  戸島郁子,  浅岡大介,  松野圭,  菅野康二.  宮内克己．コメディカル企画2 高齢者に対するケア; 社会的フレイルと転倒の関連について－外来看護師の視点から－．第34回
日本冠疾患学会学術集会, 東京, 2022年12月3日

国内学会発表 74
Yuki Tanabe, Hisaya Akiba, Norihiro Harada, Sonoko Harada, Kazuhisa Takahashi and Sachiko Miyake. Soluble TIM-4 levels in serum are associated with severe
asthma phenotype. 第51回日本免疫学会学術集会，熊本，2022年12月８日(ハイブリッド開催)

国内学会発表 75
神後宏一, 鈴木洋平, 藤岡りこ, 藤岡進也, 芝山浩平, 中沢舜, 堤建男, 南條友央太, ⾧島修, 佐々木信一.  過粘稠性クレブシエラにより壊死性筋膜炎、敗血症性肺塞栓、前立腺膿瘍を併発した1
例．第683回日本内科学会関東地方会, 東京, 2022年12月10日



国内学会発表 76
香丸真紀子, 松野圭, 片岡峻一,  堀田沙織,  山田朋子, 菅野康二, 伊藤潤,  原田紀宏, 高橋和久．ベンラリズマブにより著明な改善を認めた好酸球増多、MPO-ANCA陽性ABPAを合併した喘息の
一例.　第8回日本アレルギー学会関東地方会,  東京，2022年12月10日(ハイブリッド開催)

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・
招待講演

1 宿谷威仁．シンポジウム1「血液検体を用いた免疫療法のバイオマーカー」,  第19回日本臨床腫瘍学会学術集会,  京都,  2022年2月17日

特別講演・
招待講演

2 高橋和久．ランチョンセミナー「EGFR遺伝子変異陽性肺癌の治療戦略アップデート」, 第192回日本肺癌学会関東支部学術集会，東京，2022年3月5日

特別講演・
招待講演

3
原田紀宏．教育セミナー「喘息実態調査からみた喘息管理の現状とコントロール良好を目指す喘息診療における抗コリン薬（LAMA）の役割」, 第7回日本アレルギー学会関東地方会，秋葉原コンベンショ
ンホール, 東京, 2022年3月12日

特別講演・
招待講演

4 原田紀宏．特別講演「特殊なタイプの喘息 “職業性喘息”」,　日本アレルギー学会第8回総合アレルギー講習会，神奈川, 2022年03月26日

特別講演・
招待講演

5 高橋和久．特別講演Ⅱ｢なぜ進行肺癌の治療成績は向上したのか?｣, 第40回ブラッシュアップセミナー in Yokohama, 神奈川(ハイブリッド開催), 2022年4月8日

特別講演・
招待講演

6 宿谷威仁．シンポジウム10　肺がんにおける，がん悪液質の診断と治療の最前線「肺扁平上皮癌の最適な治療戦略を考える」,  第62回日本呼吸器学会学術講演会,  京都,  2022年4月23日

特別講演・
招待講演

7
宿谷威仁．コーヒーブレイクセミナー15　肺扁平上皮がんの最適な治療戦略を考える「がん悪液質のこれまでの知見とその克服を目指した研究について」,  第62回日本呼吸器学会学術講演会,  京都, 
2022年4月23日

特別講演・
招待講演

8 原田紀宏．シンポジウム　臨床データから読み解く喘息診療の未来「デジタルツールと喘息診療の未来」, 第62回日本呼吸器学会学術講演会，京都，2022年4月24日

特別講演・
招待講演

9 関谷充晃. シンポジウム 呼吸器 3. 温故知新-呼吸器超音波のこれまでを振り返る　呼吸器診療における胸部超音波検査の実際. 日本超音波医学会第95回学術集会, 名古屋, 2022年5月22日

特別講演・
招待講演

10 高橋和久．Session2「肺がん診療における遺伝子検査の現状と展望」, 第4回中央西日本がんゲノム医療連携フォーラム,  岡山(ハイブリッド開催), 2022年5月28日

特別講演・
招待講演

11 原田紀宏．講演「成人気管支喘息治療の今」,　第61回専門医認定教育セミナー，WEB開催,  2022年5月～6月

特別講演・
招待講演

12 塩田智美．教育セミナー「多職種のための人工呼吸療法」, 第７回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会関東支部会，千葉(オンライン開催)，2022年6月4日

特別講演・
招待講演

13 宿谷威仁．ランチョンセミナー12「肺がんにおけるゲノム医療の現状と課題」,  第63回日本臨床細胞学会総会春期大会,  横浜,  2022年6月12日

特別講演・
招待講演

14 佐々木信一．特別講演「新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の総括と未来展望～人類はコロナ禍から何を学んだのか～」，第33回日本レーザー治療学会特別講演, 東京, 2022年6月18日

特別講演・
招待講演

15
宿谷威仁．ランチョンセミナー 2  EGFR遺伝子変異陽性肺癌の治療戦略「EGFR-TKIの⾧期服薬を目指した副作用マネジメントの実際」,  第189回日本胸部外科学会関東甲信越地方会,  東京,  
2022年6月25日

特別講演・
招待講演

16 宿谷威仁．ランチョンセミナー8「ALK陽性肺がんの治療戦略を考える」,  第60回日本肺癌学会中国・四国支部学術集会,  山口,  2022年7月10日

特別講演・
招待講演

17 原田紀宏．スイーツセミナー2「気道上皮間葉転換とステロイド抵抗性喘息の研究から見えてきた重症喘息診療のあたらしい治療目標」,  第3回日本喘息学会総会学術大会，愛知,  2022年7月17日

特別講演・
招待講演

18
加藤元康．ランチョンセミナー「進行性線維化を伴う間質性肺疾患の治療戦略」,  第99回日本呼吸器学会近畿地方会・第129回日本結核/非結核性抗酸菌症学会近畿地方会, 大阪(ハイブリッド開
催), 2022年7月23日



特別講演・
招待講演

19 佐藤匡. 特別講演「細胞老化を標的としたCOPDの病態解明と新規治療への期待」, Scientific Exchange Meeting in Osaka City, WEB開催, 2022年7月28日

特別講演・
招待講演

20 塩田智美．教育セミナー基礎編９「多職種のための人工呼吸療法」, 第44回日本呼吸療法学会, 神奈川，2022年８月６日

特別講演・
招待講演

21 原田紀宏．初期臨床研修医コース　ランチョンセミナー「胸部X線写真の読影の基本」，第62回臨床呼吸機能講習会, 宮城，2022年8月19日

特別講演・
招待講演

22 原田紀宏．特別講演「Dupilumabが喘息患者に治療貢献できること」,  第16回相模原臨床アレルギーセミナー，WEB開催,  2022年8月1日～8月31日

特別講演・
招待講演

23 宿谷威仁．ランチョンセミナーⅡ「EGFR遺伝子変異陽性NSCLCの治療戦略」, 第251 回日本呼吸器学会関東地方会,  東京,  2022年9月10日

特別講演・
招待講演

24 菅野康二. 教育セミナー2「患者が抱える苦悩に身体科医師が考え実践すること～からだとこころの医療連携～」,  第35回日本総合病院精神医学会総会, 東京, 2022年10月28日

特別講演・
招待講演

25 高橋和久．特別講演「呼吸器内科医がすべき呼吸器悪性腫瘍研究を考える」, 第13回東京横浜呼吸器フォーラム,  東京(ハイブリッド開催),  2022年11月25日

特別講演・
招待講演

26
高橋和久．招請講演「Recent progress of advanced non-small cell lung cancer treatment」,  26th Congress of the Asian Pacific Society of Respirology (APSR),  韓国・ソウル
(オンライン),  2022年11月19日

○

特別講演・
招待講演

27
原田紀宏．スポンサードシンポジウム1  重症喘息における生物学的製剤活用によるマネジメント「2型炎症を標的とした生物学的製剤治療による臨床的寛解の可能性（The possibility for clinical 
remission with biologic therapy targeting type 2 inflammation）」,  第31回国際喘息学会日本・北アジア部会，東京,  2022年11月25日

○

特別講演・
招待講演

28
原田紀宏．教育講演3  移行期医療（小児から成人へ、必要な医療を検討・提供する）「移行期医療という内科医へのバトン（The baton called transitional medicine from pediatrician to 
internal medicine doctors）」,  第31回国際喘息学会日本・北アジア部会，東京,  2022年11月25日

○

特別講演・
招待講演

29 宿谷威仁．教育講演6「がん遺伝子パネルの現状と課題」,  第63回日本肺癌学会学術集会,  福岡,  2022年12月1日

特別講演・
招待講演

30 宿谷威仁．イブニングセミナー 3 「ドライバー変異陽性非小細胞肺癌の治療戦略 ~マルチCDx検査の活かし方~」,  第63回日本肺癌学会学術集会,  福岡,  2022年12月1日

特別講演・
招待講演

31 佐藤匡.  特別講演「細胞老化を標的としたCOPDの病態解明と新規治療への期待」, Scientific Exchange Meeting From MIYAGI, 仙台, 2022年12月8日


